
は じ め に

近年、生命科学の世界では遺伝子操作、PCR技術、次世代シーケンサー、
遺伝子編集技術など画期的な技術が生み出され、飛躍的な発展を遂げてきまし
た。そして、これらの技術はバイオテクノロジーの世界を大きく様変わりさ
せ、次世代バイオテクノロジーの時代に現在は突入しています。次世代のバイ
オテクノロジーの世界では、遺伝子操作や遺伝子編集を駆使して高機能の人工
タンパク質を生み出したり、ゲノム情報に基づいて副作用の少ない画期的な新
薬を生み出すことに主眼が置かれています。
一方、次世代のバイオテクノロジーの時代に入っているにもかかわらず、バ

イオテクノロジーの入門書は過去の「発酵技術＝バイオ」という概念を踏襲す
るものがほとんどで、次世代に向けた内容で書かれた本は見当たりません。そ
のためか、筆者が分野別説明会で高等学校にバイオテクノロジーについて説明
しても、高校生のみなさんがバイオテクノロジーという言葉すら理解できてい
ないことに、いつも落胆させられます。そんな経験もあり、これから応用生命
科学やバイオテクノロジーを志す大学1年生の人のために、本書をまとめまし
た。本書では、次世代のバイオテクノロジーの世界ではどのような研究に主眼
が置かれるのか、そして、これからその研究に携わるためには、どのような基
礎知識が大切なのかについて書いています。
本の内容は、まだ知識がない大学1年生を対象にしているのでアウトライ

ンが中心で、知っておいてほしい最小限の内容を記載しています。初めてだと
難しい部分もありますが、まず本文を熟読してしっかり理解してください。ま
た、余力のある人やすでにバイオテクノロジーを学んだ人のために参考文献
（150報）を載せました。これらは、世界の研究者が最新の内容をまとめた総
説が中心であり、オープンアクセス可能なものをできるだけ厳選しました。こ
れらの論文を読み終えたとき、みなさんは本当の実力を手に入れることができ
るはずです。
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最後に本書を出版するにあたり、校正等にご尽力くださいました大学教育出
版の中島美代子さんに深く御礼申し上げます。
　
2021年 10月

塩見尚史・塩見晃史



次世代バイオテクノロジーへの招待
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